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● 現在の研究について 

1. 状態変化追跡方法とこれを応用した工程管理

支援システムの開発 

 製造段階で狙い通りの品質を確保するには，品

質に影響を与える要因の管理と製品の品質特性

の管理が必要になります．製造工程におけるこれ

らの管理は総称して工程管理と呼ばれます．通常，

工程で製造される製品品質には必ずバラツキが

存在します．このバラツキをもったデータの中か

ら工程状態の変化を抽出して工程の異常を迅速

に検知し，さらに変化時点や異常の原因を明らか

にすることは工程管理において重要な課題です．

当該研究では，バラツキをもったデータの中から

リアルタイムに状態の変化を抽出する状態変化

追跡方法を開発し，これを用いて工程の異常を迅

速に検知し，さらに異常発生時点や異常の原因を

明らかにする工程管理支援システムの構築を目

指しています． 
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工程管理支援システムのイメージ図 

2. 多変量品質特性における異常特性の特定方法

の提案 

 製造工程における品質特性の管理では，繊維に 

おける直径と引張強さのように関連の深い特性

を同時に解析することがよくあります．複数の特

性を同時に管理するとき，現工程の状態が管理外

れ状態にあると判断された場合，管理外れ状態が

いずれの品質特性の異常により引き起こされた

のかを知ることは，工程の素早い復旧や改善の糸

口を与える点で工程管理において重要な課題で

す．当該研究では，統計科学に基づく方法を適用

し管理外れ状態の原因となる異常特性の特定方

法について考察しています． 

 

開発したアプリケーションソフト（試用版）の 

デモ画面 

 

● 地域• 社会と連携して進めたい内容 

 

 テーマ 1 の方法論及び装置イメージは開発済

み で ， ま た 特 許 出 願 済 み （ 特 許 公 開

2013-029901）です． 

 テーマ 1 の状態変化追跡法については，多様

な系列データの動向解析・把握などに貢献す

ることが期待できます． 

 個別事例を対象としたアプリケーション開発

が当面の課題と考えています． 

 データの提供を受ける等をして，共同研究等

に取り組むことを考えたいと思っています． 


